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1 •特にま意しでいただきたりことほきのため13ずあすり くださし、) 


この取扱説明書および製品への表示では、製品をまをに圧しくお使いいただき、あなたや他の人々への危ま 
やが産への損害をホがに防止ずるために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意巧は次のよラに;^ 
つでいます。内容をよく理解しでから本文をお読みください。 

么警告ミ謡轟體旣讀 S 飄器禮素ると、人が死じ、重傷を負ぅな能性、または义災 
么ミ主意證認魏 i 综し誌靜り觀、をすると、人が傷害を負う™ををや麵龍の発をが 


絵表 TH の例 


A 



處 


么記音はを意を促す巧容びあることを告げるちのです。 

図のかに具かのなを意の容(左图の場台は一般のなを意)か*描かれでいます。 

&記岩は禁止の巧為であることを告げるをのです。 

図の中や近傍に具化的な禁止巧容(左図の場さはガソリン禁止)か*おかれでいます。 

©記置は巧為を指示ずる巧容を告げるちのです。 

國の申に具がのな指示の容（左図の場をは電源ブラヴをコンじントから巧いででださい） 
び描かれでいます。 


A 警告 (WARNING) 


•ガソリン厳禁 

ガソリンなど揮発性の高い泣は、絶巧に使巧しないでください: 
义災の原因になります。 

•煙突がれ危険 ~~ 

煙突か夕 i れたまま使巧しないでください。 

外れでいると運転中にがガスび室内にちれで、危険でず。 


•煙突閉そく危険 

煙突びつまったり、 ふさびれたままで使南しないでください。 
閉そくしでいると達賠かに排ガスが室のにちれで、危険です。 


巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しないでください。 

巧類び落下しで乂がつき、义災の原因になります。 


•スプレー左厳禁 

スプレーちや力たットこんろ巧ボンベなどを、ストーブの上や前にが置 
しないでください。熱でちの圧力び上がり、爆凳し、危険です。 
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.特に注意しでいただきたいこと(ををのために必すお守口ください， 


么注意に AUTION) 


•カーテン、可燃物近接禁止 

カーテン や燃えやずいちのを近ブけないでください。 

乂災び黄生するおそれびあります。可燃鞠との離隔胆離についでは 
標準据え巧け図例 （2 4•ぺージ）を参照しでください。 

♦給油時消义 

給'逆は、必ず消义してからおこなつでください。 

义災のおそれがあります。 

•油漏れ確認 

巧タンク-ゴム製送油管.接合部および機器などからの巧'庙漏れ 
びないことを確認の上ご使巧ください。'なミ由び漏れでいると义災 
のおそれびあります。 


殺 


ゴム製送細管 


♦異常時使用禁止 

巧一異常を感じたときは、使巧しないでください。 

異常燃焼のおそれがあります。 

•局温部接触禁止 

燃焼かや消义直後は、高温部、煙突、粋上部にまなどふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 

♦やかんのせ禁止 

や力、んなどをのせないでください。 

振動や接独によってやかんの熱湯がこぼれ、やけどのおそれびあります。 

参分解修理の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。 

不ちをな修理は、危膜です。 _ 

•腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器の故障や、やけど 
のおそれびあります。機器の上に花びんやかを入れたちのなどを置かないでく 
ださい。かびかかると漏電や故障のおそれびあります。 

•改造使用の禁止 

改造しで使巧しないでください。 

また、ストーブや煙突には床暖房巧の熱交換器などを取りはけないでください。 
义災やがガスが室内にちれる原因となり危険です。 

♦換気扇使用禁止 

ス I ブを使用しでいる同室内で換気扇を使巧しないでください。立消え 
しで爆発燃焼するおそれびあります。 

また、換気□.給気□は常に確保し、物などでふさびないでください。 
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ミち意 (CAimON) 


• ドラフトレギユレータの取り付け 

煙突の引き（ドラフト）か•強いと燃焼不良か*発をします。 

なの煙突設置の場合は必す、ダブルドラフトレギユレータ（別売品 DR-1) 
を巧り巧けでください。 

• 集ち煙突に接続ずる場を.標準ブるな上に立ち上びりか’高い場を 
-風が強くで炎び洗むよラな場合 

参電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加そたり、槪をのせたりしないでください。 

また、電源プラグをあくときは、コードを持って引き抜かないでください。 
义災や感電の原因になります。 

♦電源プラグは確実に差しこむ — 

電源プラグはコンたントに根まで確実に差しこんでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコン t ントは使巧しないでください。义災 
の原因になります。 

めれた手での巧き差しはしないでください。感電の原因になります。 

♦長期間使用しないときは電源プラグを抜く 

長期間使巧しないとぎ及は保管するとさは、必す電源プラグをコンたント 
から巧いでください。 

义災や予想しなレ事がの原因になります。 

•電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグを巧き、ほこり及びを属物を陈ましでください。 
ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり义巧の原因になります。 

•丈了油の保管 

巧油は、义気、雨水、ごみ、高温および直射曰巧を避けた場巧に保管しで 
ください。ガソリンなどといっしよに保管しないでください。 

誤っで使巧ずると異常燃焼や义災のおそれか*あります。 

•変質な油禁止 

変質な猫、不純な;巧（ちれたに'逆、水の混じっているな巧など）を使巧し 
ないでください。 

異常燃焼や故障のおそれか’あります。 

♦初めてお使いになるときのを意 ' 

巧めでお使いになるとさは、耐熱塞料などか*焼ぎ付くまで煙と臭いか*出ま 
す。しばらくの間窓をあけで部屋の換気をおこなってください。 

また、ル鳥やル動物などに影響する場さが害えられますので、この間は部 
匡に入れないでください。 


ドラフトレギ ユレー タ 








^ お願い （ NOTICE ) ' 

♦機器を廃棄ずるときのミ主意 

♦幻■油の廃棄 

ス1-ーブを廃棄処分するとさは、定'巧面器の巧';巧を 

巧;巧の廃棄処分は、巧';由をお買い求めになった販売 

巧ぎとっでください。 （16 ページ） 

•な'庇を入ったまま廃棄するとリサイクルの際に思ね 

巧にご相談ください。 

め事故になるおそれがあります。 

^_ 



2 .使用ずる場所 


ス I -ーフ''をまをに使巧するためには、場所の選定か>大がです。 



ままに使用ずるために 


0 


•マントルピースなどには据え巧けないでください。 


0 


•標高び1000 m を超える高地では使巧しないでください。 
(空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気が不足します。) 


効果のに使用するために 



参ち気の入ってくる方向、例えば窓側などに置くと、冷気びストーブ 
で暖められで巧流しますので、効果的です。 

' [^入ちをと人の通ミところは、ぶつかると危険ですので避けてく 
;ださい。 


•部屋のお温をェ关し、部屋の温度の調節を i じびけましよラ。 


ストーブの前面に障害物びあると、部屋の温度にむら力《できるばかりでなく、ふく射熱によつでストーブ本巧の温度 
び上昇して危険です。 

使巧場所には十分を意して効果のに使巧してください。 












































3 .各部の各称 


表示部のち称と働ぎ 


時刻表示(緑） 


• 通常は現巧時刻を表示します。 

. タイ7—運お時はタイマーじツト時刻を表示 
します。 


設定室温表示(緑） 


• 室温設定ボタンで設定した室温をデジタル表 
示します。 

.ストーブにトラブルび発をすると、トラスレ 
が態び記看表示（モニターサイン）されます。 


時計•タイ7— 


設定室温 


MICRO COMPUTER 
CONTROL 


iiMBmIll 



運輯 


タイ 7- 


t - ブ運転 


CRYSTAL DIGITAL DISPLAY 


運輯 

I ■入•则 


タイマー表示ランプ(緑) 


. タイ7—運転中は点のします。 

• タイマー運お停止中は消•なします。 


運乾スイツ: 


巧す（曇）と運転（点义）します。 
ちラー度巧す （ 麗 ） と消义します。 


たーブ運稳表示ランプ(緑） 


•じーブ運稳中は点•灯し、解除すると消なします。 
•室温設をを1〇で （F 点設定）にすると自動のに 
たーブ運転になり点なしまず。 


運乾ランプ(緑） 


. 運乾スイッチを押す （■) と点なします。 
• ちラー度巧す （ 1 ) と消なします。 


6 

















■オープンポクットの開閉 

参才ーブンポケットを軽く巧しこむと、ゆつくり出できます。操作後輕くがしちどずと□ックしで止まります。 

尸''~ •—...、..一、、-.〜-，-〜.•中 • 一 —. 一,-^ --- - - 一—一， . .一、. 

謹擅雙狸粒埋些誦迸き堅3 

■操作音についで 

♦操作ボタンをがすとピッと音がします。 

誤操作をするとピッ音び2回します。 

__ 火力調節屬まみ.如 _ 

•义力調節つまみを[微か J から r 大 J の間で動かし 
义力を U ニアにま動調節します。 

• 义力調節つまみを r 自勤 J にちわせるとルームサー 
モによる白動運転（室温設定ボタンで室温を設定） 

びできます。 


畴計調節或イ:ッ乘 


「時計させ卜•現を時刻を合わせるとぎに「時計台せ J 
位星にします。 

[■タイマ—合せ J …タイマーたット時刻を台わせると 
き[タイマー合せ J 位置にしまず。 

「通常 J …現を時刻やタイマ ー t ット時刻を含わせた 
ら、通常读雨中は、 r 適萬」に必すをどしてください。 


_ 室温設定ボタ ン 

义力調節つまみを r 自動 J にするとルームサーモに 
よる室温設定〔 29 〜 15 で、 10 で （ F 点設定)〕びで 
さます。 

「高め J …設定温度を 1 ですつ上昇 
r おめ J …設定温度を 1 ですつお下 



义力調節ツ巧を「自動」じ合わせると、インパ- 
夕一燃焼となり、室温と設定温度の差に麻じて、 
自動的に义力が変化します。 







.-ス1 転ボタむ; 


1 回巧すとたーブ運転。室溫が設定温度よ 0 — 定温 
度上昇すると消义し、一定温度お下すると自動的に 
点义動作に入ります。 

泻度がすと、它ーブ運転は解おされます。 


時ポタン 


時刻の「時ををわせるときに使います。 


分ボタン 


‘時刻の「分 J ををわせるときに使います。 

•時計調節スイツチの位置により、 1 回の押しの進み 
ちび異なります。 

[時計ちせい • 1 分すつ変わります 
r タイマーちせ J ... 5 分すつ変わります。 


_ タイマーたットボタン 


タイ 7 —運乾 

運輯スイツチを「入」にし、タイマ ー t ツトボタン 
を巧すことにより、タイマー表示力ぐ点な、時刻表示 
にタイマーじツト時刻が継続しで表示され、タイマ 
一運起び開始されます。 

(タイマー表巧が点：なしなければタイマー運転は開 
始されません。） 

じツト時刻になると、タイマー表/示が消 I なし現を時 
刻び表示されで目動のに運転が開始されます。 
タイマー運転の薛除 

タイマー運転かにをラー度、タイマー它ツトボタン 
を巧すとタイマー運転が昭陈されます。 










































4 •使巧前の華備 



燃料は必ずな油 （J 旧1暑な油）を使用しでください。 

♦1^ 警吿 I ガソリンなど揮発 I をの高い細ま、）^(災の原剧こなりますので絶がに 
使用しないでください。 

•區蓮量 変質の巧、ちれた'灯油、水の混じっているな;巧などは、絶巧に使巧 
しないでください。 

• I ご注® な油は、必す义気’雨水’ごみ*高温及び、直射曰がを避けた場所 
に保管しでください。 



■給油の際の寺順と注意 


垂送油バルブを閱じで給;巧□ぶげこをはすし巿版の給油器具で巧巧を給巧しでください。 

巧量計の針力^ r 満 J をさしたら給'涵をやめてください。 

隹おミ由□ふたを必ずちとどおりに締めでください。 

参給ミ由の隱に、か、ごみなどを入れないよラ特に注意しでください。 




■給油□ぶたは、確実に締めでください。 

■こぼれた0巧はよくふきとっでください。 

■燃料切れの注意と空気抜ぎの方法 

ミをタンクを空にしないよラにを意しでください。 

ミをタンクをいったん空にしますと、送ミ由経路のに空気びたまり、正常に送ミ由びできなくなることがあります。このよう 
な場含には巧の順唐で空気抜きをしてください。 

1. ミあタンクに給ミをします。 

2. ストーブのゴム管□から、ゴム製送;'お管をはすします。 

3. ゴム製送灌管から油び連続しで流れ出ることを確かめでからゴム製送油管をちとど 
おりにストーブに取り巧けます。（巧びこぼれないように容器を巧意しでください。） 



運弦開始前の準備と確認 


■まを装置のじット、取扱上のを意 



定'ぶ面器のじット 

钥めで使巧するときやシーズン巧めには、ストーブ正面ち下の定油面器リじットレバー 
(黒色）を左方向に止まるまで巧しでください。 


参リじットレノ X —は据え付け時やシーズン初めに操作します。定巧面器に強い衝撃 
をちえたり異常があったときながは、特に揉巧する必要はありません。 ； 

后一、点乂操巧をな‘进がおすにモニターサイン E 2び表示されるよラな場合はリ 
じットレバーを押してください。 

(まきおがはずれ、口油がスムーズに流れまず。） 

参リ t ットレバーは就暴に扱った0、巧したままのが態には絶巧にしないでくださ g 



い。 









4 •使巧前の華備 








CRYSTAL DIGITAL DISPLAY 


運転スイッチを}申す 


タイ7- 〇 



•オープンポクット巧の乂力調節つまみで「自動運乾」と「ま動運転 J か t 設定できまず。 
ご希望の遲睹方法でご使用ください。 

点义順唐つ 


■义力調節 r 白動運處 J の場さ 


自動 II 手動义力調節 

微かル中大 

•lUtll'IlillMIIIII* 



♦义力調節つまみを r 自動 J にちわせでください。設定室温と部屋のが巧に瞄じた 
义力で燃焼します。 

(义力調節 r ま動運転」（微か〜大）の場合は、义力調節つまみの設定火力で燃焼 
します。） 

♦時計合せは 11ページ 「現を時刻の調節ちを J を参照しでおこなつでください。 

1 . 時刻表示か’現在時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. 運紀スイツチを押しで r 入 J にしでください。 

自動のに、巧のよラに運転（ず備燃焼-本燃焼）します。 

(义力調節「宇動運転」（微か〜大）の場合は設定室温の表示はありません。） 


■送巧経路の油ちれの確認 

参'油タンクや送油管の接合部などからミをちれがないかどラか確認しでください。 

■電気配線の確認 

♦ 拉注意 I 否源プラグをコンたントに巧の振元まで確実に差しこんでください。 

参電源コードび煙突などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 


忆注意 I 巧おプラグ • コ — ドの発が • 巧义を荫ぐために … 

参覃源は必す適正配線された単相10 0 V コンじントを使巧しでください。 

•電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用-化の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 


予備燃ホー 本燃焼— 




























5 .使巧ち法（使い方) 


♦運転スイツチを[入 j にしたとぎ、運稳ランプび点口せすにタイマー表示ランプが点な寺寒磊客话寻ミこ i 
となりまずので、タイマーたツトボタンを巧しでタイマー運おを解除してください。 ! 

参燃焼かに運賠スイツチを巧して Hi 义 J にしたり、タイマーたツトボタンを巧ずなどしで約1秒な上适電を止めま I 
すと自動消义し、約2分間のお却の'後でないと再点义でぎません。 


■ 


室温の調節（自動運範) 


才ーブンポケット巧の义力調節つまみを「自動]に合わせると、ルームサーモによるき動運おとなり、設定室温に自動 
調節されます。 

表示部に設定室温に4で）か’表示されまずので巧のよラに調節しでください。 

~ ち於 参室温設定ボタン f 高め J を巧すたびに1で上昇しまず。 

^ (上眼29。 

ぐ/ぅ' 参 r 低め」を巧すたびに15でまでは1ですつ下がり、15でからはいきな 
//ソ 室温設定 ^^り10で （ F 点設定）となります。 

////}•、 \ 参1〇で設定の場さはたーブ運転表示ランプび点口し、じーブ運転となり 

' ' / / \ まず。 


/設定室温を15でな上に上げるとじーブ運賠表示ランプか’消え、自、 
\動的に解陈されまず。 ) 


たーブ運転 

义力調節「自動 J 運輯時に、微か义力でち室温 カタ 設定室温より上昇ずる場合、設定室温より約3で上昇すると白動のに 
消义し、設定室温まで下か’ると点义動たに入ります。これをくり返すことによりむだな部屋のあたため過ぎを防ぎます。 

~~7^3^ •室'温設定ボタンにより萬望の室温設定を、じーブ運拉ボタンを巧しでく 

クニの ださい。 

じーブ運転表示ランプが点•なし、 t - ブ運転となります。 

[ jz - ブ^参たーブ運転ボタンを再度巧すことによりたーブ運輯哀示ランプび消え、 
\ じーブ運睹辭除となります。 


(ま動調節一ま動運乾) 


■ 


室温設定による自動運転の他に、义力調節つまみによるま動义力調節かで!能です。 

巧のよラにしでください。 

厂； > •才ープンポケット巧の火力調節つまみを「微か J から「大 J の間のごお 

自動 手動义力調節] 望の位置に合わせてください。 

微少/」\ 中乂 表示部の設定室温表示が消え、す備燃焼が終了すると約 2.5 分間义力は 

* II *iinii»mm>iwiii« 中义力になり、その後は义力調節つまみの設定义力で燃焼します。 

( 00 ) 


■炎のが態 

ス I ブの据え巧けや煙突の関係で、炎はさか変化します< 


♦炎のが態は、青いがの中にいくらかの黄色い炎傭义）びまじってち冀常ではありません。 ■■■■ ~ 

♦燃濟中にがのち寄り交は、上下変動することがありますび、ドラフトおよび風量のを動によるちので異常ではあり 
ません。 












運転スイッチを巧しで f 切」にしてください。 

運輯ランプび消'なします。 

燃焼室びを却ずると白動的に燃焼巧送風機び'停比し、時刻表示ながのすべての 
ランプび消のします。 


i WA ミま意 I 2 曰な上まをあけるなど長時間使巧しない巧さは、逢提び完さに停让してから 巧 源プラグをコ 
ンたントから巧いでください。 

卜♦外出のときは、必ず運転を停化（消义)しでください。 

[ が！転厚止を、燃焼巧送風機び停止するまでは電源プラグを抜かないでください。ちし抜きまずたガラス巧窟びく 
1;ちったり、ストーブの表面温度が上昇します。^ ^ ^ ^ _ . . . 


消义後、再点义ずるときのを意 > 


♦燃焼中に誤って電源プラグを巧いたり、運転スイッチを「の J にすると、再点义安を装置の働きで、ス I フ’がちが 
されるまでの約2分間は再点义でさません。 

ただし瞬間的な消义操作（約1妙内）の場さは、そのまま燃焼び継続されます。 

参停電時には、必す運転スイッチを f の J にしでください。 




現巧時刻の調節ち法_ S 


1. 牙ープンポケット巧の時計調節スイッチを 1 ■時計させ J にします。 
はじめで使巧するとぎや、電源プラグを長時間巧いたとさは、時刻表示は 
0 : 0 0を表示します。 

2. 時計調節の「時 J • TAJ ボタンを巧して現在時刻をさわせます。 


例：午前6時15分に合わせる場合 

①(■時 J ボタンを押しで"午前6 : 00"にしまず。 ③「分 J ボタンを巧して"午前色：1 5" にします。 



3. 必す時計調節スイッチを[通常 J 位置にちどしでください。 

(時計は、時計調節スイッチを r 通萬 J 位置にちどした晓点から動さ始め 
ます。） 


r み^ず時計調節スイッチび[通常」になっていることを確認しでください。 

; ♦ so 楼な巧の停電であれば、再通電をを現を時効を表巧しますので時刻含ねせの必要はありませんが、それな上の 
停電で、時刻表おび0 : 00を表示した場さは、時刻をわせをおこなっでください。 














• タイ マ— 
合せ 


■運お時刻のさわせち 



1. オープンポケット巧の時計調節スイッチを「タイ 7- 合せ J にします。 

2. 時計調節の r 時 J • [分」ボタンを巧しでタイマー点义時刻をさわせます。 
「分 J は5分ごとに動きます。 


例：午前6時30分にさわせる場さ 
の r 時 J ボタンを巧しで"午前6 : 0 0"にします。 


③「分 J ボタンを巧しで"午前6 : 3 0" にします。 




巧••に'匈 






午前 巧:關 


これでタイマーじツト時刻が記憶されました。 


' 時計 

• タイ7— 

、巧 ^ iOUj) 

1時計 } 
合せ> 

] タイ7— 

一が S 


3. 必す時計調節スイツチを「通常 J 位置にちどしでください。これで時刻表 
示には現を時刻か‘表示されます。 


タイ7—運捉方法 



タイ 



、ル 


1. 運乾スイツチを押しで「入」にしでください。 

(燃焼中の場ちはそのままです。） 

2. 運転するときのご萬望の室温又は、义力に合わせでください。 


3. タイマーじットボタンを巧しでください。 

時刻表示にタイマーたット時刻か’表示され、タイマー表示ランプか‘点のし、 
タイマー運乾に入ります。 

(このとき、燃焼用送風機び10分間運輯しますび異常ではありません。） 


♦タイマーたツト時刻になるまでは、時刻表示にタイマーたツト時刻び表示され続けます 
垂運拉中にタイマーたツトボタンを巧すと、ス I -ーブは自動消义し、運転を停止します。 

参タイマー運転は、運起スイツチび ITU になっていないと運転び開始されません。 

参おでかけのときのタイ7—点义は避けでください。 


時計•タイマー 


時計•タイマー 


-=-0 IT 
きミ日卜\ 
時時合 i 










時計-タイマー 


時計-タイスー 



.使巧方法（使い方) 


タイマーの使巧方を 


■タイ7—運提の瞧除 




こ 0-^ 


た年 


時計 • タイマー 


す前 
午を 


I 0 : 3 0 


〇 タイクー 


参タイマーたツトボタンを巧します。 

タイ7—表示ランプか*消なし、時刻表示に現を時刻び表示され、タイマー運 
短び賴陈されまず。 

参このままであれば自動的に運乾を閱始します。運転を停止する場さは、運乾 
スイッチち I ■孤！にしでください。 


■タイ7—たツト時刻•現巧時刻の確認 

①時計調節スイッチを r 時計させ」又は「タイマーちせ J に含ねせます。 


現巧時刻の確認 タイマーじット時魏の確認 

⑤現を時刻交は、タイマーじット時刻力叩き刻表示に表示されまず。 

③確認後、時計調節スイッチは、必す「通常 J 位置にちどしでください。 


モニター サインについで 


ストーブにトラブルが発生すると、トラブルのが態び設定室温表示に記言表示（モニターサイン）されます。 

この場合記音表示の内容を、ストーブだ側面に巧刷され.たモニターサインー覧表、または 19〜20ページ r 巧障•異常 
の見分け方と処置方法 J をご覧のラえ、必要な処置をしてください。 


く モニター サイン ー 覧表〉 


モニタ-サイン 

異常状態 

モニタ-サイン 

異常状態 

E 1 

途中 消义 

P 1 

ポットず熱不足 

E 2 

不着 义 

P 2 

ポット温度低下 

E 3 

巧震作動 

P 3 

ポット異常過熱 

E 6 

ルームサーモ厮線 

P 4 

不消义 
(消义時間び長い） 

E 7 - E 9 

厚 電 

E 8 

疑似 义炎 

P 5 

薑板 不良 

EA 

燃焼巧送風機異常検出 


EC 

ルームサーモ短絡 

EE 

停止時ポット異常過熱 

EO 

基お温度異寓 







本書の「特にを意しでしげこだきたしにとほきのために必すお守りください) J の他に、次の項目に ついでち を意しでく 
ださい。 

•と面ガードは、地震などにより可燃物び落下したときなどに义災を防止するためのちのです。やを タザ 取りはす 
した場合は、必すちとのが態に取り付けでおいでください。 

•クリーニング店、美容院などの化等薬品を使ラところや温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使用しないでくだ 
さい。 

参雷が発をしたとさ、雷（誘導雷）により一時的な過電圧か*かかつでち、過電圧防止装置か*機器を保護ず るし くみに 
なつでいまずか’、大さな雷（直撃雷など）の場さは、電子部品を損傷するおそれか*ありますので、電源プラグをつ 
ン它ントから抜いでください。 


6 •安を装置 


このストーブには巧のような安ま装置びついでいます。 

すべでの巧を装置は、異常び取り隙かれでち再度点义操巧をしなければ運輯は停止したままです。 


処置ち法^ 

• ストーブの局迎こ異常びないか 
確認し、点火 fes 作しでください。 

(巧震自動消义装置は作動を白 
動的にじツトされまず。） 


•曰常の点お.ま入れ （15 〜18ぺ 
ージ参照)をしでから点义操作 
をしで < ださい。 

♦なおち異常か’ある場合は、お買 
い求めの販売店にご相談くださ 
い。 


• LQJ の場合、時計などのたッ 
卜をしでから、点义操作をしで 
ください。 

• If がの場合、适電後点义操た 
をしでください。 

• 電源プラグを確認しでください。 


安全装置 

原因-作動結果 

巧 震 自動消乂装置 
((と-引 表示） 

• 強い地震や衝撃を受けたとさ 

ク 

•モニターサイン巧す！表示 
-自動的に消乂 

点义まを装置 

燃焼制御装置 

(フレーム□ッド） 

(E !表示 { l£j 表示、 

\ (途中消义）（不着义）ノ 

•点义 5 スをしたとき 
•遗中消义をしたとさ 
•炎び異常にルさいとき 

〇 

- モニター サイン （ f り表示また 
は 1 f 引表示 
-自動的に消义 

停電まを装置 
/ mi 表示表示^ 

\。〇秒な上 > ( m ) / 

•停電したとぎ 
♦電源プラグカ*巧けたとき 

〇 

-逼電後モニターサイン 1 f 71 表 
示または 1 と-引表示 
-自動的に消义 





7 •その他の装置 


装置の咨称 

原因-作動結栗 

再点义まを装置 

♦消义直後、再点义操作したとさ 

ク 

-約2分間の冷却後でないと点义 
動作に入らない 

燃焼巧送風機異常 

検出装置 

(が？ 表示） 

• 回転数か’異常に低下したとき 

ク 

•モニターサインけ巧）表示 
•ストーブ'の運乾を停比 

週電流防止装置 
(表示部を消な） 

• 巧部配線のシヨートにより過電 
流び流れたとき 

ク 

•電流ヒユーズびのれ、ずべでの 
運短を停止 

安全サー S スタ(薑板上: 73 で） 
(が表示） 

•ス トーフ‘の上面及び側面び囲ね 
れているとぎ 

•ス 1ブの前面に障害物などか’ 
友るとぎ 

ク 

•モニターサインげ引表示 
-白動のに消义 



I 約2分経過後、白動的に点 
义動作を開始します。 


I 異常想下の原因を取り除いでか 
ら点义操作をしてください。 

I なおを異常が'ある場合はお員い 
ホめの販売店にご相談ください。 


>お買い求めの販売店に修理をの 
頼しで < ださい。 


原因を取り除いでから点义操作 
をしで < ださい。 

•なおを異常か’ある場合はお真い 
求めの販売店にご相談ください。 


S •曰常の点檢-ミ入れ 

点お、手入れのとぎのを意 


点検.ま入れは'消义後、ポットバ_ナが巧がしてから、必ず電源プラグをコンたントから巧いでおこ 
なつでください。 ^ . 一— . . — 、 

. … …、 .....™~V 、’>、 

A 注意]巧気部品のみおやホ販品との巧巧は箱巧にしないでくたさい。1 :一 


点横、寺入れの必要項§、時期、方法 


■周囲の可燃物（使用ごと） 

♦ 1 A ミま 罰ストーブの周圓は、常に整理•掃除し、燃えやすいをのを置かないでください。 

■ほこり•巧れ (便巧ごと） 

参ほこりや';ちれをそのままにしでおきますと、ミをか•しみたりしで危険です。 

ストーブはいつち清潔にしでご使巧ください。 

■油ちれ•油のたまり•油のにじみ（使巧ごと） 

•置 台.巧タンクに油ちれ.'庙のたまりや油のにじみか•ないか、ときどき点検してください。 

又、給油の際にこぼれた巧;巧は、よくぶ、ぎとつでください。 

r 職疯惹'編滿…哀買。凌目禪画を雄專皆……_ —' . — 











8 •曰常の点檢•寺入れ 


点検、ま入れの必要項曰、時期、方を 


■ゴム製送油管の点檢•交換の目ま（シ-ズンのネリめ） 

参じごま意 I ゴム製送油管は、屋巧で使巧しないで<ださい。 

屋外での使巧は禁让されでいます。 

♦屋内でゴム製送';由管を使巧しでいるとさは、膨潤、峨縮、変質、変お、ひび割れか’ないか確認し、欠点のあるときは 
交換しでください。 

交換の目安は、3ホに一度です。 

国油タンク（シーズンの巧め、適時） 

参'巧タンク巧はかやごみか’たまりやすいちのです。給ミ由のとき、点検しでください。 

巧タンク内の水おき及び掃除は、油タンクが属の取扱説明書に従っておこなってください。 

■煙突の接続部のゆるみ及びトツプの周囲（シ-ズンの祝め、適時） 

参煙突の接続部、煙突トップのはずれびないかを点検しでください。煙突が腐食したり、巧びあいたりしでいると危検 
ですので新しい物と交換してください。 

♦煙突の近くには燃えやすい物を置かないでください。 

参煙突のは結露で生じた水滴び凍ってつまると危険です。点义時に、煙突のつなぎ目やストーブより異常な煙か‘おたら 
消义しで、煙突内部を点おしでください。 


■定油面器のストレーナの掃瞧（適時） (^^買ぃホめの販売店に依頼してくださぃ。 ) 




参定油面器には、ごみを除くためのストレーナびついでいます。 

ごみびたまると、口油の流れを巧げで、十分な义力が出なくなります。 
なのよラに掃除しでください。 

1. '庙タンクの送‘庙八ルブを閱じてください。 

2. ストーブの前板を让めているねじ （5 本）をはずし、前板の下測を引き上 
げで、前に引いで取りはすしでください。 

3. 操作部を左図のよラに、①操作部の左測をかし引ぎ上げで、⑤ま前にまわ 
しで、開いでください。定'巧面器か‘みえてさます。 

4. ストレーナの掃除□に荷ホしなどの厚紙を差しこんで、ミをガイドを作り、そ 
の下に容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではすしでくださし、。 
是油面器の巧れたの';由やごみびを部流れ出ます。 

5. ストレーナを取り出しで、きれいななミをの中ですずぎ洗いをしてください。 
(水で洗わないで < ださい。） 


L ♦ストレーナゴムパッキンを焉れめよラにしてください。 
f ♦又ドレーナを逆に入れないをください。また、底部（黒を)び必す、を 
赁だをるように取り巧けてくださぃ。 
j •ストレーナの止めねじを固く締め付けてください。 

I 参油ちれ力すないか確認しでください。 


■反身すお-ガラス巧筒の掃徐（適時） 

参 L ごま意 I 掃なは、ストーブを'消义させなか冷®しでから、おこなって<ださい。 

熟いが態でおこなラとやけどのおそれびあります。 

参反射お及びガラス円簡にほこりびたまりますと、反射効率び悪くなるばかりでなく危険ですので、巧の要領で適時掃 
除をしでほこりを取り除いでください。 





8 •曰常の点検•手入れ 


点検•を入れの必要項巨、時期、方を 




前面方ードの t ツト 


1. 前面ガードをろ側の固定ばねに個）からはすしを側にまわしでくださし、。 

2. ガラス円筒を割らないよラにを意して、掃隙機などでの部のほこりをきれ 
いに掃除しでください。 

3. やわらかい巧などで、反射板及びガラス円筒をきれいにおいでください。 

4. 掃除か’終わりましたら、をとどおりにじツトしてください。 


•前面ガードは、さちんと取り巧けでください。 



■ポツ トバーナ の掃陈 （適時 ） C お買い求めの販売店に依頼してください 7) 

参 G ご注意 I 掃除は、ストーブを消义させ巧分冷がしでから、おこなっでください。 

觀いが態でおこなラとやけどのおそれびあ0ます。 

参ポツトバーナにすすびついておのおび不揃いになったときや、ポツトバーナの底にすすやカスカタたまりすぎで着义か’ 
おそくなったとぎは、なのよラにしですすを取り除いでください。 



1. 上面ガードをはすしでください。 

2. 燃焼筒ふたをはずしでください。 

3. スケルトンは中ふたに取り巧いでいまず。スケルトンをガラス円筒にあで 
ないよラにしで、取りはずしでください。 

4. 燃焼リングをフレー厶ロッドに竺でないよラに'ま意しでを図の方向に燃焼 
リングをまねし、取りだしでください。 




5. 点义ヒータ、点义ネットをいためなレよラに、ポットノ X —ナ巧部のすすを 
ドライバーなどでかき落としでから、巧などでふきとつでください。 


6. 組立の際、燃焼リングは、左図のよラに正しく確実に取り付けでください。 

pS 示;而巧;;.'澈蔽お-獲這操し-探 

! 、、 ります。ドライバーなどでうついでみで巧があし、たり、欠けた場合は新 i 
I しいちのと巧換しでください。 

h ホかトパーナめ交換は、^必奇お買い巧めの販売店に依頼しでくださしん 


■ガラス円筒巧部の掃糕 （適時） f お質い求めの販売店に依頼しでください。^ 

ご注意」掃なは、ストーブを消义させ巧分冷却してから、おこなって<ださい。 

热いが態でおこなラとやけどのおそれびあ0ます。 

♦長期間の使風こよりガラス円筒びすすけで炎び見えにくくなったときは、 17ぺージ r ポットバーナの掃除 J の項に 
したびい、スケルトンをはずしでガラス円筒を掃陈しでください。 


r ♦ガラス円筒には、かをかけたり、衝糞をちえたりしないようを意しでくださし、 

I 参運捉审にガラスび徐々にすずけた場合肤しばらぐの間（約30巧間)乂为を大きくすることにより、すずを陈去 
I :ずることができます。 ， ， 1^.. ' ' . ,, , II , 
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8 •曰常の点検•ま入れ 


■点义ヒータ•点义ネット•ノスレの点檢シ-ズンの巧め) （お買い求めの販売店に巧頼しでくださ し、。 ) 

参点火ヒータや点义ネットにすすカタが着しまずと、巧熱か‘低下したり、油のひろ力<りか’悪くなり、着义不良の原因にな 
ります。 

•ノズルの巧端にすすか’巧着しまずと、異常燃焼になったり、着义不良や消义時間か‘長くなる原因になります。 

シーズン初めには必ず点検しでください。 

点义ヒータ、点义ネット、ノズルの点検•巧換は破損のないよラに注意しでおこなラ必要びありまずので、必ずお買い 
求めの販売店に依頼しで < ださい。 

■フレーム□ッド（燃焼制御装置）の点検 (適時) ( お買い求めの販売風こ麵しでくだ 雨 0 

参フレーム□ッドの先端にすすがが着したり、フレームロッドが変おすると、誤作動の原因になります。 

すずの巧着やフレームロッドの変形か’ある場合は、必ずお買いすめの販売店に点検-交換を依頼しでください。 

■燃焼用送風機ファンフイルタの掃陈（適時） 

•ファンフイルタか’ごみやほこりで目づまりすると、燃焼不良の原因になります。巧の要領でストーブ電面のファンフ 
イルタの掃隙をおこなっでください。 

1. 左図の矢印のよラにファンフイルタに力を加えな; b 《 6 弓 I き出し、ストーブ 
裏面から取りはすしてください。 

2. ブラシなどでフイルタのほこりを取り陈いてください。 

3. 掃除か’終わりましたら、をとどおりに巧り巧けでください。 



■燃烧用送風機の掃陈（巧1回な上) 


•燃焼用ち風機ファンにごみやほこりびたまると、送風力び弱くなり燃焼か‘悪くなったり、音び大きくなってくること 
びあります。このよラなときには、燃焼巧送風機フアンのほこりを取り除いでください。 



ストーブ後側のフアンカバーと風量制限板をはすし、ブラシなどで静かにほこ 
りを取り除いでください。 


►清掃び終ねりましたら、ちとどおりに取り巧けてください。 

参燃お巧送風機フアンに力を抓えますと、巧りや傾さを生じで、回転のと 
きに音び出まずので力を加えめよラにしでください。 


■地震などの炎害が'発生したとぎの点檢についで 

•地震などのが害び凳をし、ストーブに振動や衝撃び加わったときは、運處前に必す巧の点檢をおこなってください。 
-煙突まわりのはすれ、ちれの確認 
-の油配管からのちれの確認 

点檢で異帯び見つかった場合は、お買いずめの販売店に修理を依頼しでください。 


9.定期点検 


長期間ご使巧になりますと、ストーブの点検か’必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了をなどに点検を実飽してください。点検のご相談は、お買いあげ店または修理資抱 
者〔(財）曰本石油燃焼機器保守協舍 （TE L 03—3499-2928) でおこなラ按術管理講習を修了者 （5 ミあ機器巧術管理 
±)など）のいる店までお問い合わせください。 





















■次のよラな現象は故障ではありません。 

♦修理を依頼される前にちラー度お確かめください。 


現 象 

説 巧 

/TT\ 

乂 

時 

消 

义 

時 

初めで使用するとき、煙やにおいびでる。 

耐熱垄将やほこりか’焼けるためです。 

しばらく窓をあけで換気をしでくださし、。 

すぐに点义しない。 

ず熱点义方すのため示熱時間び2分程度必要です。 

(予熱時間は室温によりをか密化します。） 

燃焼開始時や消义をに「ピチビチ」といラ 
音びする。 

本体の部か’熱により隐お、峨縮するためです。 

点义時にボンと音びする。 

点义するときに発をする着义音で、冥萬ではありません。 


■使用中に異常が'ありましたら、巧表により原因を調べで処置をしでください。 

参原因のわからないときや、処置のむずかしいときは、お買いずめの販売店、またはおおくのコ□ナお客様ご巧 


現象 

原因 \ 

E 1 

養 

史 

筆 

义 

E 2 

為 

义 

し 

な 

し、 

E 3 

i 

震 

巧 

動 

E 7 

厚 

電 

E 9 

i 

電 

ち8 

養 

似 

ぶ 

お 

EO 

鑑靈 

I 

.曼 

お 

び 

大 

ぎ 

< 

な 

ら 

な 

い 

黒 

煙 

を 

出 

し 

で 

燃 

を 

る 

電源プラグをコンたントに差しこんでいない 









強い地震があった。または、ストーブに衝費を 
ちえた 



参 






を巧バルブが閒まっでいる 

参 

• 







zr ム製送巧管に空気だま0がある 

• 

参 


__ 



参 


を巧面器にか、ごみの目ブまり 

• 

• 





参 


煙突の語置が基準適りでなレ。煙寒の横引きび長い 








• 

燃傍用を風機のフアンロィルタにほこりがたまった 








• 

煙突工事不適当のため逆辑現象がおる 

• 







• 

燃：隣リングの取り巧けび悪い 








• 

煙突のつまり 








• 

強風などにより、煙突の引ぎが極端に強い 

参 








浦ちれびある 









煙突の接続部にすきまびある 









フレーム□ツドにすすびぎ量じが着した 

参 




参 




長時間停寧があった （30 砂上 一 E 7表示) 




♦ 





停電びあった （ 1秒が上30秒未満 一 E 9表示） 




参 





ルムサニモ取巧位置が惡い- 









ストーブの上面及び側面が西ねれでいる 






参 
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過昇原因を取 0 除 < 


適正な位置に取りがけ直す 


リ t ットし再度点乂操巧をする 


設定室温、時刻などをわットし再度点义操作をする 


すすを取り除く（販売巧に修理を巧頼する) 


ずぎまをなくす 


ちれ力巧を締め直す（販売店に修理を依頼する) 


ドラフトレれレ-夕などを取りはける,歡を鹽通りに離ずる(願風このあする) 


煙突を掃除する 


正しく取り付ける 


煙巧の取り巧けを適正にする 


フアンフイルタのほこりをブラシなどで掃除ずる 


畐華通りに設置ずる 


送巧バル苑しめでストレ-ナをはすし、搞おする。泌タンクの水を巧く 


ゴム製送®管を振る。山形になつでいる巧は平に直ず 


筋由バルフを開く 


巧べ-ジ r 地震などのが善が猪生したときの点樹こつい。 
-の点検頂邑を確認し、-運輯スイツモを巧し直し再点火する-- 


コンじントに確実に是しこむ 


談窓□にご連絡ください。※設定室温表示にモニターサインび表示されます。 


異常ではありません。 


灯油ぎれの際、一瞬おび大さくなつで消义する。 


が気温がおくなると、排気ガス中に含まれでいる水分び 
凝結しで化霧気になるためで、異常燃焼による白煙では 
ありません。 


煙突の先端から連続的に白煙がおる。 


貢常ではありません。 


燃焼時•その他 


室温が低いのに义が 
太ぎ<ならない 


里源び入らない 


爆発的な燃焼をする. 


ななのにおいがする 


音をたでで燃之る 


万ラス円筒がすすけ 
る 




























り•部品交換のしかた 


■部品交換のとさのを意 

仪ミ主意」不完をな修理、調整は危换ですので、部品の交換、調整び必要の場さには、お買い 
ずめの販売店交は、修理資を者〔(お)曰本5巧燃焼機器保巧協をでおこなラ巧術管理講習を修 
: J さ（石®機器巧術管理±)など〕のいる販壳店にご巧談<ださい。 


部品交換はご D ナ純正吉|5品とご指定ください。 


!部品ご入用の際には、コロナ製品取扱販売店で必ずコロナ视圧がおとご指定ください。 

!純正部品が外の部晶をご使胤こなりますと、性能び十分に発揮されないばかりか、ス I ブを損傷したり思 


わめ事故の原困にな0まず。 


消耗•勞化しやすい部品（交換が'必要な部品) 


■長時間の使巧により消耗 

-劣化しやすい部品 

■変質-不練巧巧の使巧によ0劣化しやすい部品 

•ポットバーナ 

参点义 ヒータ 

参フレームロッド 参ノス'ル 

•燃焼リング 

♦フレーム□ッド 

•電磁ポンプ ♦定ミを面器 

•スケルトン 

参点义ネット 



じ.保管 (長期間使用しない場含) 


設置したままで保管される場合やしまわれるときは、曰常の点検•ま入れの項を参照し、巧 
の要領で保管しで < ださい。 

1•電源プラヴをコン它ントから抜いでください。 

• I A 注 g ] 設置したままで保管するなさち必》す、軍源プラグは巧いでください。 

2.油タンクの巧油はすっかり出しでください。 

参中に水分やごみを残したままにしでおきまずと、'逆タンクカ《腐食する原困になります。 


3. 定油面器の巧のな油を扳いでください。 

4. 壺装部分は、しめった巧でミ与れを落としでから、からぶきしでください。 

5. 放熱器のサビなどがあるところをペーパーで磨き[補修巧の塗料 J (別売） 


で塗装しで < ださい。 

6•ファンガードのごみやほこりを取りおいでください。 
7•巧部のごみやほこりを取り陈いでください。 


け頁けたり、横倒しのげ態では絶巧に保管しないでくだをし、。 
け取扱説明害 i は、大巧に保管してください。 


















化様 


型すの哑び 

SV-71PRG 廢本型す SV-71PR8) 

種 類 

ポット巧’匡の用 • 強制逸気お.自然な流お 

点义 方す 

電気点义す 

使 巧 燃料 

な巧^旧1君巧巧） 

が巧消巧置 

田 

巧 穴 

1.005 L/h 

最ル 

0.198 L/h 

発熱屋 
及び新効率 

最大 

37,230 kJ/h 熱効率69.0% 

最ル 

7,330 kJ/h 熱効率67.0% 

暖房出力 

最大 

7.14kW 

最ル 

1.36kW 

熱効率 

最高 

69.0% (目盛大のとき） 

最低 

67.0% (目盛微かのとき） 

標準適室 

温暖地 

木造 29.5m2 (18 置）まで•コンクリート 41.Sm? (25 置）まで 

春ち地 

木造 31.5m2 り9置）まで•コンクリート 49.5m2 (30 置）まで 

が おて 

r を 

高さ6 15mm. 信 748mm. 西巧 368mm (屋台を含む） 

質 ■ 

26kg 

巧源ち圧及び固殺巧 

100V 50/60HZ 

■进 出: 

2.5W 

是艳消資巧力 

点义時％ 0/340W • 最大燃焼時13/1 3W 

煙突の呼び径 

ホ 106mm (3 ブ5分） 

煙巧の壁資通部の化径 

¢1 10mm 

排気 温度 

480でな下 

軍流ヒュース 

5 A - 10 A 

をを装置 

巧賀自動消义装置-点义安金装置.燃焼制御装置.停電をを装屋 

その他の装® 

再な义まを装置‘過電流防止装置‘燃烧巧送風機異常お出装置.るをサー云スタ 

巧 属 品 

置台1個、遮熱お1恼、本体固定を具2個（ねじ2個)、ゴム製送'油管締付バンド2個 


備辜）•標準適室は、巧回法人•曰本ガス5油機器工業含の葛定畐準によりまず。 




































■保部についで 

— . ... ■ — . —- I i — ii ," | | III ■ I I ■■ I ■— -1 . - > 一、、、ブ、-,,で.."-|.—，ぶ .，.ろ I ..::*-じ.....ご严产^げてで巧护-::-み： ，;--::ム<-.~* こ',、ち:.,.■リでご-'二...；'；， .T :だ'1訂タブ.ヴ?巧??^^ ..:... が^な削たを. がふ,.:...* .. - . 

^ 1 ^^|^^^^^ 15 ^||^||^^§|||§|寺叢^媒藍義己；.淺發薛戀醬點道嚴蹈鹽鑽強餐單纖鑛雜お视お醉鹽臀醉化禪難 

I 保証書は、俗ず（■お買いよげ曰•賜毒巧ち ■! などの記入をお確かめのうえ、販売店からお受け取りください。巧容 
i をよぐお読みのあと V 太咖こ保营レでくだざい。 ，^ 

心♦保証期間はお買い上げ日から1巧間でず。 

♦巧のよラな原因によるが障及び、事故につぎまじては、保部のがまになりませんのでを®してください。（詳しく 
ほお証ををお読みくださし V 。) 

■変質灯油や不純灯油など、またな'逆ながの燃料使用によるが障や事故。 

■誤った使巧ちをによるな障や事が。 


■修理を依頼されるとまについで 


j ♦「な 障.異常の見分けちと処围方法」 ( T 9.20 ページ)にしたがってお調べください。直らないときは;ご使巧 
r を中化し、必ず電源ブラグをないでから、お買い上げの販壳庭眩ご連絡《ださい。 

1 i ご連絡いただきたい內容は：なの通りでず。 

1 ⑩品ち ⑤型式の呼び③お買い上げ日 ④が虜めが況地来るだけ具が的に) 

I ♦修理におしましては、保證書をご提示ください。保証室の規定にしたびっで、販壳店が壞理させでいをだきます。 

1 ♦保証期間び過ぎでいるときは、修理すれば使巧で尝る場さに肤ご希望によりち料で修理させていただきます。 

I ♦ご不明な点や修理に関するご相談は、お費い上げの販売店または、この取扱説明をの萬表紙に記載されでいる「お 
i 客様ご相談お DJ にお問いをねせくだぞい ^^^^^^^^^^^^^ ^ 

i ♦條理おをは、按術料•部品げ•出張輯などで構巧されています。 — 

S — . ん . . .. 一- .. ... . . . ，•一*. . . . ‘一.…—— . ..、一--•一- . ，..一 . . . . .. . - -- •..*.、 .. . . . . -、…一- .. .. VV 


■補修用性能部品についで 
麵当巧は、この製品の補修ち巧能部品を殺造なちのり後、7年保有しでいます。 

♦補修用化能部品とは、その製品の機能を胃するたを軒^琴を鄙品です。 

■が障-修理の際の連絡先 

•お買い上げの販売店または、この取扱説明害の裏表紙に記載されている（■お客様ご相談窓 aJ にご連絡ください。 


巧.据无巧け•移設 

> おえがけ-移設工事は販売店に依頼ずる 


据元付けや移設工事は販売店または据之巧け業着に巧頼し、お客様ご自身では巧ねないで<ださい。 


据えがけ場所の選定及び標華据えがけ例 


据えがけについては、义災ホ防条例、電気設備に関する按術基準などまちの冨準か*ありまず。取扱説明書（工事編）の 
「特にを意していたださたいこと（まをのために必すお守りくださいりをお読みになり、販売店又は据え巧け業者とよ 
くご相談しでください。また、 r 標準据え巧け例 J についでは、 24ベージ 、また、「煙突の取り巧け J につしては、£2 
〜28ぺージを参照しでください。 


据元巧け後の確認 


据えがけ力、，終わりましたら、ちラー度、取扱説明害（工事編）の「特にを意しでいたださたいこと（まをのために必す 
お守りください) J をお読みになり、取扱説明書（工事編）に記載されでいるとおり据え付けられでいるかどラかを確 
認しでください。 


試運质 


試運転は販売店又は据え巧け業者とごいつしよに必すおこなつでください。 

■運輯進備■運転■消义の寺順は、取扱説明書（工事編）の 28ぺジ を参照しでください。 


/ 



























■工事編 


1•待に注意しでいただきたいことほをのために必ずお守りくださし、) 


このて事説明書には、まをに正しく据え付けでいただくために、いろいろな給表示わす記載されでいまず。そ 
の表示と意巧は巧のよラになっでいます。内容をよく理辭しでから、本でをお読みになり据えがけ工事をお 
こなっでください。 

A 啓と この表示を無視しで、巧業を誤った揚合に作業普か’、またはそのが業後の不具合によって使巧 
ム lA 胃口 普び、死亡、重傷を負ラ巧能性、または义災の可能性び想定される内容を示しでいます。 

A :そち この表示を無視しで、巧業を誤った場さに作業普か’、またはその作業をの不具合によって使巧 
/* \ / 害が、傷害を負ラ可能性や物の損害の発ちび想定されるの容を示しでいます。 


絵表ホの例 



A 記岩は'ま意を促ず内容びあることを告げるちのです。 

図の中に具体的なま意の容(左図の場合は一艘的なを意)か’描かれています。 
〇記買は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図のかやお傍に具体的な禁止内容び指 i かれでいます。 

〇記音は巧為を指示するの容を告げるちのです。 

図の中や巧傍に具体的な禁止内容び抱かれています。 



♦据え付けや移設は、販売店又は据え付け業者が巧ってください。 

お客様ご白身で据え巧けをされ不備びあると感電や义災の原因になります。 


•据え付けは乂災予防条例、電気設備に関ずる技術基準、電気工事は 
指定の工事店に依頼ずるなど法令の基準を守って行って<ださい。 


•屋巧排気禁止 

匡丙に排気すると、排ガスか’室巧に巧満しでを険です。 

必す屋外に排気しでください。 _ 


♦煙突を確実に接続 

煙突を確実に接続し、しっかりと固定してくだちい。風、振動、衝撃など 
でがれたりすると運転かに排ガスが室のにちれで危険です。 





-意 


参次の場所には据え付けない义災や予想しない事故の原因になりまず 


か平でない場所、不ま定な場所 
不ま定な物をのせた測などの下 
巧燃性ガスの発をする場巧又はたまる場所 
燃焼に必要な空気を取り入れる空気取乂 □ 
のない場所又は換気のおこなえない場所 


♦巧'燃物との距離を離ず 

•ストーブ及び煙突から周囲の巧 
燃物までの離隔距離は义災予防 
条例で規定されでいます。図の 
よラにしでください。 

■ストーブは巧属の置台の上に据 
え巧けでください。 


巧巧に燃えやすいちのか'ある場所 
階段、避難□などの巧おで避難のる障とな 
る場所 

防义巧策をしでいないマントルピース 
温室、飼育室など人のいない場所 


0 


20 cm な上 化 C でが上 


〈標準据无巧け例> 

1如 cm が上 


A • B 寸掛ま、 20 cm が上、 
IScmlU 上と/吊しでいます 
び、煙袭と巧燃物とのお雜 
(45 cm な上）でち規制され 
ます。な守•点検ち辜唐し、 
巧燃物との匪雖び長くなる 
よラに設坦しで < ださい。 
歴熟板を取0なけない場ち 
は、測面との距礎を 30 cm 
な上雜しでください。 



45 cm が上 
可燃物/ 



〇 


150抑1な上; 















1 .特にを意しでいただきたいこと(ををのために必ずお守りください) 



♦家屋貫通部のミ主意 

-煙突か’可燃性の堅などを賃逼する部分は必すめか‘ね5を使巧し 
でください。 

-ル屋裏、天井裏などにある部分は金属ながの不燃が料で防义上 
有効な被覆をおこなつで < ださい。 

-巧燃性の壁-天な-ル屋裏-天な裏などを賃适する部分及び、 
そのがおでは煙突の接続はしないでください。 


貫通する壁より 
厚いこと。 



lOcmJM 上 


〇 


ri 匹区により質なることびある'! 
しので火災予化を例を参おする 。 J 


•煙突の固定 

-煙突は、風や振動などで倒れないよラ支えを具や支え線などで固定しでください。 
•煙突は、 1.5 〜 2 m おぎに固定を具で固定し、宜重を支える部分は支え又は、吊 
りを具で堅固に支持しでください。 


〇 


>ドラフトレギュレータの取り付け 

煙突の弓 I き（ドラフト）か’強いと燃焼不良び発生します。 

巧の煙突設置の場合は必す、ダブルドラフトレギユレータ（別売品 DR -1) 
を取り付けてください。 

-集含煙突に接続する場含-標準ブ巧 UUz に立ち上力ずりか’高い場合 
-風び強くで炎び沈むよラな場合 


ドラフ^^レギュレータ 



•油タンクとの距離を離ず 

-油タンクは、ストーブとの間に防义上育効な壁などび無い _ 

塌含は、2上離しでください。 

-屋内の床置すの油タンクは、畳やじゆラたんの上は避け、 

不燃がの床上に据え巧けでください。 L 


• ゴム製送油管の屋外使用禁止 

ゴム製送油管は屋パで使巧しないでください。 
ひび割れをちじで;'由ちれの原因になります。 


•煙突の点検 

おえ巧けか’終わったら、をラー度点検しでください。 

なのよラな取り巧けは、危険であったり、不完を燃焼をおこすおそれびあるので、必す修正 
しでください。 

-下り巧配、下向き巧びり禁止 -トップと開□部は1 m な上のこと 



0 



m た I 上 


0 



0 


〇 

〇 









2 •開こん 


捆包箱には、巧の巧属品力 《 入っていますので確認しでください。 


部品名 

個数 

巧 途 

置 台 

1 

ストーブの下に敷く 

本化固定を具(ねじ2個） 

2 

ストーブと置台の固定 

Zf ム製ち巧管締ほバンド 

2 

ゴム製送油管接続部の締ほけ 

逸 熱 お 

1 

ストーブから側面巧燃物までの離隔距離び短い場合、前面巧ードに巧りがける 


1 

お客様巧ストーブ取り扱いの説明書 


3 •据そがけ 


据を巧け場所の選定 


据え巧けについでは义災ぞ防条例、電気設備に関する巧術薑準など法ちの基準びあります。24〜25ぺージの r 特にを 
意しでいただきたいこと（まをのために必すお守りくださいりをお読みになり、販壳店又は据え付け業着とよくご巧 
談しでください。また、 r 標華据え巧け例」についでは、 24ぺージ 、また、[煙突の取り巧け」についでは 27〜28ぺ一 
ジを参照しでください。 


据无巧け方法 


■屋台の取り巧けとが平調節 


ストーブの下には拟す置おを使巧し、ストーブをか平にし、必す置台と固定しでください。 

1. ストーブの後測の調節脚び置台の脚位置 （2 力巧）に、一致するよラに設置しでくださ 
い。 

2. 水平器を見なか‘ら4個の調節脚を調節してストーブをか平に据え巧けでください。 




水平度—[卜が1| 

ぶに-ふりなれ 

上から見で水平器のふりこびホ丸内 
にあれば、ほぼ水平です。 


3. 本化固定を具をストーブの側面から、置台の引っかけ部に差しこみ、巧属のねじでスト 
ーブに固定してください。固定は、両側面2力巧です。 


■油タンクの組立でと据え巧け（別売品） 

参組立てはミ由タンクが属の取扱説明書にしたびっておこなってください。 

•ミ由タンクミを面はストーブ本体設置床面より高さを 30 cm から 2 m な内で設置しでくださし、。 
参ミをタンクの設置、巧り扱いについでは、各地区の义災そ防条例にしたがつでください。 


■ゴム製送油管の取0巧け方 




♦ゴム製送油管にゴム製送油管締付八ンドをはめでから、ミ由タンクとストーブのゴム管□に 
十分巧しこみ、ゴム製送';由管締付バンドで強く締め巧けでください。 


参ゴム製送な管は、 JIS - S 3022 「技巧燃焼機器巧ゴム製ち'； ffi 管 J にさをしたちのな外 
は使巧しないでください。 


•ゴム製送油管の途中か’山おになったり、をつれたりしでいますと、空気びたまっでな油び 
流れないことびあります。平になるよラに直しでください。 






















3 •据を巧け 


据を巧けちる 


■金属配管(銅製送油管)施工の場舍のま意 

•定巧面器へのごみの侵入を防ぐため、配管工事終了後、ストーブと接続する前には必す配管巧に巧';をを流して切紛‘ 
ごみなどを取り除いでください。 


■電気配線 

•テレビやラジオから1 m な上離しでください。 

•電源プラグは、必す適圧配線されたお巧 100 V のコンたントに差しこんでください。 

♦運輯時の電源び 90 V が下及び、 110 V を超える場合は、が障の原因になることびあります。 
この場合は、電力を社の指定工事店にの頼しで、巧策しでください。 


■經突のをちを変更ずる場含 

煙突の左ちを変更する場さは、巧のよラにおこなってください。 

1. 上面ガードをはすしでください。 

2. 煙突接続□を固定しでいる3本のねじをはすし、中のパッキンを損 
傷しないよラに煙突接続□をはすしでください。 

3. 煙突接続□ふたを固定しでいる3本のねじをはすし、中のパッキン 
を損傷しないよラに煙突接続□ふたをはずしてください。 

4. 組込みは逆の要領で組みかえでください。 


煙突接続□ふた 煙巧巧続 □ 



I 煙突接続□、バツ 
i キン及び煙突接続 
i 甘ふたは取り巧け 
!めち巧をがあのま 
!す。巧り化け巧の 
I ねじの位置を確か 
’ めで取0巧けでく 

!. 薄壽胁; g .:;;; お1;;ぶ P.. 



4•煙突の取り巧け 


■煙突の径 

•煙突は直径 106 mm (3 寸日分）を使用してください。 

■横引ぎ、立ち上が'りの標準な法 

参煙突の立ち上か’り、横引きの標準ブ法は、立ち上か’り約 3.6 m (4 本)、横引き約 1.8 m (2 本）です。 

横引きか’標準ブをより長くなる場をは、その長さの1/2を立ち上がりに追加しでください。 

(結露ず的のため、煙突の横引さ長さはできるかぎり短く、 2 m なのにしでください。） 

♦屋外の立ち上か’り部の下端には、か巧きをつけて雨かか’入るのを防いでください。 

♦横引きは10分の1な上の上り巧配になるよラにしでください。 

参横引ぎはでまるだけ短くし、ベンド（ェビ巧）は3個が下になるよラにしでください。また、露受けアダプタ■■••(別 
売品）などの取り巧けちご檢討ください。工事店とよくご相談ください。 

♦1 本の煙突を他のストーブなどと巧巧することは避けでください。燃焼か’悪くなります。 

■煙突先端（トップ)の位置 

•煙突トップは、屋根面から垂直距離 60 cmUUi 離しでください。 

参煙突トップから水平距離 1 m 臥巧に隣接家屋などの軒びあるときは、さらにそれより、 60 cm な上離しでください。 
•窓などの開□部からは1 m な上離しでください。 

•煙突トップの位置は建物-な木などのが態をみで、あらゆるち向の風力*通り抜ける位置にしでください。 


■トップのおが 

•煙突トップには、逆風防止のための「傾斜 H 型トップ」を取り巧けでください。 

■ドラフトレギュレータ（別売品）の取り巧け 

♦ 於注意 I 煙突の引き(ドラフト）び強いと燃焼不良び発をします。 

巧の煙突設置の場合は必ず、ダブルドラフトレギュレータ ( DR - 1 ) を取り巧けでください。 
参集合煙突に接続する場さ•標準ブるな上に立ち上か‘りが'高い場合 
参風び強くで炎び洗むよラな場合 


ドラフ!-レギユレータ 










4 •煙突の取 0 巧け 


■集さ煙突を利用ずる場含のごま意 


参集を煙突に差しこむ 
先錦はち図のよラに 
しでください。 



»含巧巧のほの W 


♦ 2 つな上のストーブを使巧 
するときは、横引部分の長 
いちを上にしでください。 



♦集さ煙突を使巧する場をは、設置ちをなどについで必す専門業者にご相談しでください。 


■煙突の取り巧け图 

煙突の先端から水平距離1 m が巧に建物の巧か’ある場合は、その軒から 60 cm 
、な上高くずること。煙突の先端から1 m な巧に建物の開口部（窓）びないこと。 

参※印寸潮ま、煙突び本がから 1.8 m を超える場合は 15 cm な上。 

参煙突は、固定を具で 1.5 〜 2 m 間隔に固定ずること。 

♦設置の場所は当該地区の义災予防を例にしたがってください。 

•風の強い地域では、必す、ドラフトレギュレータをおり巧けでください。 
•結露水び出る揚合には、露受けアダプターを取り巧け排出した結露水は、 
容器に受けでください。 

(結露示防のため、煙突の横引き長さはできるかきり短く、 2 m な巧にしでください。〕 


■結露がの処理 



♦煙突の横引き部に結露水か*出る場さは、別売の露受けアダプター ( US 巨- 1) 又、集合煙突の凍結ず防には集さ煙突 
凍結防止ヒータ ( USB -3) をご使巧ください。販売店にご相談ください。 


.試運乾 


試運おは使巧着とごいっしよに必すおこなってください。 

■運転準備 

♦ 应 J 主意 I 亟源プラグをコンたントに巧の根巧まで確実に差しこんでください。 

参油タンクに給'巧し、送油経路の空気抜きをしでください。 

参を油経路やストーブよりミをちれびないか確認しでください。 

•まを装置をたツトしでください。〔定油面器リじットレバー(黒を）を左方向に止まるまで巧しでください。) 
•タイマー運廚こなつでいませんか。 


■運乾 



1. 運乾スイツチを巧しで「入 J にしでください。 

♦ r ご;主意 I 巧めでお使いになるときは、耐熱塗料などび焼けで煙と臭いびでまず。 
窓をあけで部屋の換気をしでください。 

• 3 〜4分間のを備燃焼か’終わると本燃焼に切りかわります 

2. 異常びなければ、义力調節つまみを r 微か」〜「大 J に設定しでください。 

♦がの状態は、青い炎の中にいくらかの黄色いお（ホ义）びまじつでち異常ではありません。 


■消义の寺順 

参運廣スイツチを巧しで「の J にしでください。運おランプか*消なします。燃焼室か*お却ず 
るとき動のに燃焼巧送風機び厚止し、時刻表示ながのすべでのランプカ《消巧します。 


参正窜運転しない場含は、 19〜20ぺージ I ■故障•異常の見分けちと処置方を J を参照しでください。 
參長期間の保管後、再び設置ずる場合を「試運乾 J のま順にしたがい、試運転をおこなってください。 
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FAX の 178)71-1344 
FAX (0172)28-0191 
FAX (0172)29-1133 
FAX (019)622-5244 
FAX (019)604-0283 
FAX の 197 に 2—4452 

FAX (022)236-8810 
FAX (022)783~1792 
FAX (024)938-3021 
FAX の 23)642—3254 
FAX の 234)31-0581 

FAX (03)3927-1160 
FAX り 3)3927-1130 
FAX わ 3 わ 927—1160 
FAX か 42)528 —の 82 
FAX (047)312-8338 
FAX (045)852-5540 
FAX り日已 )268-1569 
FAX (048)651-6370 
FAX (048)651-6370 
FAX ミ 027)361-9139 
FAX か 2 が 632—5205 
FAX の 276 巧 8 - 5508 
FAX り 29)241— 4268 
FAX か2が 836- 1913 


新 爲安店 
王をサービスじンター 
新爲束営業戸斤 
長野営業が 
が本営業所 

を 巧を お 

をお:サービスじンター 
富山営業所 
福巧営巣戶斤 

ち古屋ま巧 
ちち屋サービスじンター 
髓岡営業巧 
静闹サービスじンター 
吸阜営業巧 
澤 営業所 

沼津営業所 


云お巧曲浏 3-2-1 已 
兰を币巧淵 3-2- 15 
巧爲巿東区江南 1-6-41 
長巧巧大豆ほ日312 
松本巿お賀大父お原7852 

をお市巧西な CM -1-2 日 
左お巿狀西巧の 1-1-2 已 
富山巿巧中の 2-3- 15 
福抖币巧田東 1-607 

名ち屋巧熱巧区が田の1 6-1 1 
谷ち屋巧熱田区が旧町1目-11 
静岡巧お巧区富松 2-15-30 
が岡巧磁巧区高松で-1日-30 
岐章巧スを巧 2-7-8 
津巿高茶居 3-29-38 
沼津市西おお88日-1 


で 955-0864 
デ 955-0864 
干 950-0855 
干381 -0022 
干 399-0033 

テ 920-0027 
干 920-0027 
〒 930- 0985 
干9 18-8237 

〒456-0004 
〒が 6-0004 
干 422-8034 
于 422-8034 
〒500,8358 
干 514-0819 
于41 0-0303 


TEL く 02目 6)32-21 26(巧表） 
TEL(0256)32"21 29(iXm 
TEL わ城 286-9 131(巧表） 
TE し (026)221-51 1パげ表) 
TEL(0263)26-0051 舶表ろ 

TEa076)260-0567( 巧表） 
TeUo76;260-0038 的表^ 
TEU076 ろ444 一0567的表) 
TE しわ 776)23-0 日67 く巧表） 

TE しく 052) 746-6600( 巧表） 
TEU052)746-6603 が勤 
TEL(0 已 4)238 —000日《げ表） 
T 巨 liO 已か3日一 0016ミ巧表） 
TEL(058)268-7555a-e^) 
TEL か 59)234-8471 ミげ表） 
TEU05 が9目 8-6210( 巧表5 


FAX く0256 )35-85 19 
FAX く0256 )32-21 37 
FAX わ 25)286-33 13 
FAX (026)221-0039 
FAX わ2目 3)25— 9961 

FAX (076)260-0775 
FAX (076)260-0738 
FAX わ76叫 44-06 11 
FAX (0776)23-0580 

FAX (052)884-"6551 
戶 AX わ52お 84— 6554 
FAX わ54似 8-000 目 
FAX (054 に 38— 0822 
FAX り5が2目 8— 7550 
FAX か日が 234-8472 
FAX か 55)968- 6212 


大阪安 店 

大販サーにスじぶ夕一 
高化當萬巧 
巧部営棠戶斤 
神戸営業が 
彦根答棠巧 
福巧山営葉巧 

の苗市南を旧 1-8-47 

の巧巧おを旧 1-8-47 

高松巿ち里町 1-8-5 

京都巿快見区れ田おノ川原の 70-1 

巧口巿西区巧言 5- 132 

彦根巧圧を寺の蘭出78 

福知山巧規巧東の68 

千が 4-0044 
T 564-0044 
干 760-0078 
〒目 12-8414 
干6己 1-2133 
デ日の-0024 
デ 620-0061 

TE し (06)6380-21 11(巧表） 
化しわ の 6386 — 日 67 0 的 表） 
TEL の 87)835 -1711 如 表） 
TEL か 75 ) 643 - 2 〇〇 2 的 表） 
TEL(078)922-2431 巧封 
TEL か 749)24-6239^ で表） 
TEL ミ0773ミ 22-0827( 巧 表5 

FAX(06)6386-7262 
FAX の 6)638 目一5588 
FAX の 87)835-01 60 
FAX(075)643-0870 
FAX(078)922-2438 
FAX の 749)26-21 16 
FAX わ773523 -7 已92 

広 島 支ち 

広島サービスじンター 
晒 LU 営業巧 
米子営業所 
徳山替業巧 

広島市を巧南区巧園 3-27-20 
に島巿巧に南区巧围 3-27-20 
阔山巧辰巨3日-103 
米寺巿呂么美的235-1 
周南市徳山字ーノ井字己631 -4 

干 731-0138 
〒731-0138 
T 700 0976 
〒683-0035 
テ 7化-0882 

TEL(082)871-331 0が表） 
TEL(082)871 -3315(n^) 
TEL(086)243-7751 ミ代表う 
TEL(0859)33-8157(it^J 
TEU0 834 5 の-日日目 7 (巧表） 

FAX(082)871-3306 
FAX(082)871-0272 
FAX か 8 の 243— 7191 
FAX か 859)23-0709 
FAX(0834)22-5589 


福 岡 安 店 
福岡サービスじンター 
化な«営業巧 
鹿お島営業所 
瓶本答業巧 
長顿営業巧 
宮崎営業所 
大分営業所 


福岡巿傳多区東比思 2-2-40 
福岡巧博安区東化悪 2-2-40 
化な州巿ル詹化区愛宮 2-6-4 
鹿時島市旧上 7-16-5 
熊本巿尾ノ上 1-11-12 ぃじ . 

長崎県西彼件郡時津のを底郷お旧 74-1 
宮崎巧强运 3-59- 2 
大分市左 1-1 目-7 


干81 2-0007 TE し (092)474—5771( 巧表） 
〒81 2-0007 TeU 092)474— 6001が表5 
〒803-0828 TEL (093)592-8611 mm ) 
〒890-0034 TEU 099)281 -132 U 巧表） 
于 862-091 3 TEL か96ミ 367-7361 が表） 
T 851-2106 TEL (095)882-771 0的表) 
于880-003 2 TEL (0985)29-1 が〇ミげ表ミ 
干 870-01 08 TeU 097) 己 23-51 6パげ表5 


FAX (092)474-5775 
FAX く 092)474 —6414 
FAX (093)592-8666 
FAX (099)281-1252 
FAX ミ096ミ369—6323 
FAX り95お 82- 7767 
FAX り 985)25— 068己 
FAX か 97) 日 23-51 62 


沖销尝業巧費野遭巧を化の738 

シーサイド•パーク102 


テ90 1-2227 T 巨 L の 98)897-5677( 巧表） FAX (098)897-"5679 


北海道地区 

東北地区 

関東地区 

信越 • 
j ヒ陸地区 

東海地区 

近畿- 
四国地区 

中国地区 
九州地区 

沖縄地区 


巧27—リ51(げ表) 
のリー1131如表) 
の 27- 1152巧表) 
)引9—527パ巧表^ 
>31 2-8330( 巧表) 
>852-4008( 巧表) 
)268—1 日67^ザ表ミ 
)651-1 722ミ巧表) 
>651—1231が表) 
361— 4806的表5 
)632-510 日(巧表) 
巧 38 — 657 1が表 
) さ41 一2172的衷 
839-5325^ 巧表) 


修理サービスや製晶【こついでのご相談は機種名をご確認の上、 
お質いあげの販売店または下記のご相談窓□にごの頼ください。 

ご輯居やご贈答品などでお困りの場合は、下記のおちくの窓□にご相談く 

ドゴし、 

各称、所在地、電話垂号は、変更する場さがありますのでご3承ください。 


参ア フターサービスの お問し冶ね せは 下記へどラぞ 


化巧道.青な県.か•旧県.岩手県のお客様は最寄のサ-ビス 
センターへ直接おかけくだをい。 


01107002 


あネ王.エ揚 S を巧東新保 7-7 〒 955-8510 TEL の 256 ) 32 - 2111 (大巧表） 

ネ白崎工場柏崎巿宝の 2-58 干 94 日 -0817 TEL ( 0257 ) 23 - 5175 (代勤 

長岡工場長岡巧下条町詹ノ浦 1069 干 940-1 146 TE しめ 258 ) 22 - 21 21 (代表） 


が巧を社 


E ? 巧スセノタ 携帯虽話 .PHS 等か己は 
(^01 呂 0-9 1 9-302 最畜のサービスセンター 
たジ (渡理受付専用ダイヤル）へ直接おかけくだをい。 

FAX 01 20-919-322 


922 

刖議 9 
燃攒豁 ii 顯競 

島島島^田原卸区区西町町的部 
望置豊の新区度化化の瀬東の田 
区区区の塚塚巨巧巧屋巧林原谷 
化化北高島口中まま园巿高笠巿 
都がが巧巿巧県たた巧宮巧巧ば 
一ををな川戸巧がいい崎都田一尸< 
索束東立のお山ささ高宇太かつ 

店-巧巧巧巧巧店巧巧巧巧巧巧 

ち^業 iji 養^%讓 

ス 営営 
固ビ営営営営営東ま営営営， 

- こ宮ば 
都が巧川黨お巧巧パ崎邸旧一尸 V 、 
野 し 
宫営東立千お甲化さ高ぎ太水つ 


のの 

化化日 

お野 1 旧 1 
城城坦巧町 
宮宮韋索錦 
巧巧市市巿 
台台山お旧 
仙仙郡山涵 

巧-巧巧巧 

%— 
^営営営 
台- 

サ出おの 
台 

化仙郡山圧 


店-巧巧巧所所 
夕 

ミニ麗業巣業業 
まじ 

rj 尝営営営営 

«ホ館 W 広班爲 
幌 

化札画化帯訓化 


207WA0345 - 0 1 2 3 ® 





